
１．総会（11：00 ～ 11：45）
開会の辞
黙祷
同窓会長挨拶　　　同窓会　会長　　　木方　伸一郎
学校長挨拶　　　　岐阜高等学校長　　石田　達也
議案審議
　第 1 号議案　　　令和 3 年度事業報告
　第 2 号議案　　　令和 3 年度決算報告ならびに監査報告
　第 3 号議案　　　同窓会役員（案）
　第 4 号議案　　　岐阜県立岐阜高等学校創立150周年記念事業（案）
　第 5 号議案　　　同窓会規約改定（案）
　第 6 号議案　　　令和 5 年度総会開催中止への対応（案）
　第 7 号議案　　　令和 4 年度事業計画（案）
　第 8 号議案　　　令和 4 年度予算（案）
　退任役員への感謝状贈呈
祝辞　　　　　　　同窓会　名誉顧問　古田　肇
閉会の辞

２．オンライン懇談会（12：00 ～ 14：00）
開会の言葉　令和 4 年度同窓会総会運営委員会　委員長　伊在井みどり
祝電披露
特別座談会（ビデオ放映）　「コロナを超えて」
　株式会社ライドオンエクスプレスホールディングス　代表取締役社長　江見　朗
　アルバートアインシュタイン医科大学 Assistant Professor
　モンテフィオーレ病院集中治療医　　　　　　　　　　　　コルビン大塚麻衣
　医療法人清友会理事長　笠松病院・院長　外科　医学博士　山本　昌督
令和 5 年度150周年記念事業　幹事学年　委員長紹介� 堀　貴雄（昭和５５年卒）
閉会の言葉　令和 4 年度同窓会総会運営委員会　副委員長　　森嶋　将隆

懇談
� 以　上

令年 4年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会
総会・懇談会　式次第

令和４年６月５日（日）
オンライン配信
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＜第１号議案＞
　令和３年度事業報告

第 １ 回役員会	４  月２２日	 岐阜高校
同窓会総会	６  月 ６ 日	 岐阜グランドホテル オンライン配信併用
第 ２ 回役員会	 ９ 月１３日	 書面会議（コロナ感染防止のため）
基調講演会（同窓会主催）	１１ 月 ９ 日	 岐阜高校
	 講師：杉山　武史氏（昭和５０年卒）
	 　　　三菱電機　シニアアドバイザー
第 ３ 回役員会	２  月 ２ 日	 書面会議（コロナ感染防止のため） 

≪　参考　≫
令和 ３ 年度　在京（首都圏）同窓会総会
　　　　　　　　令和 ３ 年 ７ 月１１日	 コロナ感染予防のため中止

＜第４号議案＞
　岐阜県立岐阜高等学校創立150周年記念事業（案）

①　組　　　織　実行委員長　遠藤　宏治氏（昭和４９年卒）
　　　　　　　　実行委員会　同窓会役員・幹事学年、PTA、岐阜高校
②　スローガン　「Unleash Your Possibilities ～岐高魂を世界へ解き放て～」
③　予　　　算　同窓会からの拠出1,500万円、PTA1,000万円、寄付金4,000万円
　　　　　　　　企業および個人から寄付金4,000万円を目標に募集する。
④　主 な 事 業　「グローバルリーダー養成事業」支援
　　　　　　　　「林間学舎リニューアル」実施
　　　　　　　　「記念講演会」実施
　　　　　　　　「親善野球大会」実施
　　　　　　　　　 令和 ５ 年 ５ 月２１日（日）　岐阜メモリアルセンター長良川球場
　　　　　　　　「岐阜高校向け記念品」寄贈
　　　　　　　　「記念美術展」実施
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⑤　記念式典ならびに祝賀会
　　令和 ５ 年１０月２９日（日）　長良川国際会議場、都ホテル岐阜長良川
⑥　同窓会事務局設置

＜第５号議案＞
　同窓会規約改定（案）　第12条に下線の文言を追加する。

第１２条（同窓会事務局所在場所）岐阜市大縄場３の１、岐阜県立岐阜高等学校内に置く。
　　　　事務局には、若干名の事務局員をおくことができる。

＜第６号議案＞
　令和５年度総会開催中止への対応（案）

　岐阜県立岐阜高等学校創立１５０周年記念事業実施のため、令和 ５ 年度総会は ６ 月に
は実施しない。事業報告、事業計画、決算、予算、その他の議案に関しまして、役員
会に一任いただきたい。

＜第７号議案＞
　令和４年度事業計画（案）

第 １ 回役員会	４  月２１日	 岐阜高校
同窓会総会	６  月 ５ 日	 岐阜グランドホテル　オンライン配信併用
第 ２ 回役員会	 ９ 月１３日	 岐阜高校
基調講演会（同窓会主催）	１１ 月１１日	 岐阜高校
	 講師：奥田　修氏（昭和５７年卒）
	 役職：中外製薬株式会社　代表取締役社長
第 ３ 回役員会	２  月 ２ 日	 岐阜高校

≪　参　考　≫
令和 ４ 年度　在京（首都圏）同窓会総会	 コロナ感染予防のため中止
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創立150周年記念事業について
　岐阜高校は、1873年11月4日に「仮中学」が開校しており、来年2023年に創立150周年を
迎えます。「百折不撓」「自彊不息」を校訓として、時代を牽引する有為な人材を数多く輩出して
きた我が校ですが、そのアイデンティティを再確認しつつ、今後とも次代を切り拓くリーダーと
してグローバルに活躍する人材を育む観点から、幅広い事業を実施して行きますので、皆様方の
ご支援、ご協力をお願い申し上げます。

創立150周年　スローガン

Unleash Your Possibilities
岐高魂を世界へ解き放て

岐阜県立岐阜高等学校　創立150周年記念事業

寄付金のお願い
　同窓会会員の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は、母校の教育振
興と発展のために、格別のご支援とご協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。
　旧制岐阜中学校・旧制岐阜高等女学校、そして岐阜県立岐阜高等学校は、明治から令和まで幾
星霜、歴史を積み重ね、脈々と息づく伝統を受け継いで、多くの卒業生を輩出してまいりました。
このたび、令和５（2023）年に創立150周年を迎えるにあたり、私共は、同窓会・PTA・学校の三
者が連携・協力して記念事業の準備を進めております。
　記念事業としましては、母校の今後ますますの発展と隆盛に寄与すると共に、在校生徒、関係
者にとって思い出に残るものにするべく、記念式典・記念講演会・親善野球大会を企画し、合わ
せて学校の授業をはじめとする教育諸活動への支援等を行います。
　私共は、こうした記念事業を成功させるために最善の努力を尽くすつもりでございます。出費
多端の折、誠に恐縮ではございますが、皆様には趣旨をおくみとりの上、ご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。なお、ご寄付をいただく時期や方法につきましては、今秋をめどにお知ら
せいたします。
　　　令和４年６月

岐阜県立岐阜高等学校創立150周年記念事業実行委員会　
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記念式典・記念講演会	 ■長良川国際会議場

記念祝賀会	 ■都ホテル岐阜長良川

令和5年10月29日（日）

1　「グローバルリーダー養成事業」支援

2　「林間学舎リニューアル」実施

3　「記念講演会」実施

4　「親善野球大会」実施

5　「記念誌」発行

6　「岐阜高校向け記念品」寄贈

7　「記念美術展」実施

8　同窓会事務局の設置

9　その他

創立150周年記念事業

＊実行委員会は、同窓会、PTA、学校により構成します。
＊記念式典、記念事業等の詳細については、実行委員会で検討する予定です。
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令和 3 年度 令和 4 年度
備　　考

予算 決算 予算

本会預り金 1,200,000 1,200,000 1,200,000 総会特別会計より総会運営費

本会受取金 300,000 300,000 300,000 一般会計より総会運営費

会費収入 945,000 945,000 0

広告協賛金 5,565,000 5,575,000 6,590,000 会報広告掲載者219名、協賛金協力者11名

受取利息 30 26 20 普通預金利息

祝儀収入 0 0 0

収入合計 8,010,030 8,020,026 8,090,020

１．	 収入の部 （単位：円）

令和４年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会総会　予算書

令和 3 年度 令和 4 年度
備　　考

予算 決算 予算

総 会 費 1,673,000 1,212,800 1,100,000 （株）岐阜グランドホテル支払他

イベント経費 270,000 300,000 420,000 ビデオ制作料他

印 刷 費 2,620,000 2,610,067 2,400,000 会報、広告依頼状、案内状等

通 信 費 150,000 429,418 1,000,000 会報、案内状他郵送料等

会 議 費 260,000 180,120 200,000 運営委員会会議費等

事 務 費 20,000 27,500 0

振込手数料 26,000 59,389 10,000 銀行振込手数料

雑　　費 1,028,000 1,482,000 100,000 新聞広告掲載費用、出演者交通費等

反省会費 300,000 300,000 300,000 反省会

本会預り金返金 1,200,000 1,200,000 1,200,000 総会特別会計へ返金

予 備 費 463,030 0 1,360,020

余 剰 金 0 218,732 0 総会特別会計へ送金

支出合計 8,010,030 8,020,026 8,090,020

２．	 支出の部 （単位：円）
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岐阜県立岐阜高等学校同窓会規約

第 1 条
第 2 条
第 3 条

第 4 条

第 5 条

第 6 条
第 7 条

第 8 条
第 9 条
第 １０ 条
第 １１ 条
第 １2 条

（名称）本会は岐阜県立岐阜高等学校同窓会と称する。
（目的）本会は会員相互の親睦を図り併せて母校の発展に寄与することを以て目的とする。
（組織）本会は次の会員を以て組織とする。
○正会員
　岐阜県岐阜中学校卒業生
　岐阜県岐阜高等女学校卒業生
　岐阜県岐阜第一中学校卒業生
　岐阜県岐阜第一高等学校卒業生
　岐阜県岐阜女子高等学校卒業生
　岐阜県立岐阜高等学校併設中学校卒業生
　岐阜県立岐阜高等学校卒業生
　その他理事会の議を経て、会長の承認した者
○特別会員　　現職員・旧職員

（役員）本会は次の役員をおく。
　名誉顧問・顧問　　若干名　　　　理事会に於いて推挙する。
　名誉会長　　　　　 1 名　　　　　母校校長
　会　長　　　　　　 1 名　　　　　総会に於いて選出する。
　副会長　　　　　　若干名　　　　総会に於いて選出する。
　監　査　　　　　　若干名　　　　総会に於いて選出する。

（役員の任務）役員の任務は次の通りとする。
　会長は会務を総括し、総会・理事会・幹事会を召集し、その議長となる。
　副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときは代行する。
　会長・副会長は、会務の企画並びに会計に関することを行う。
　監査は会計を監査する。
　顧間は会長の諮間にこたえる。

（役員の任期）役員の任期は 2 年とする。但し再選を妨げない。
（総会）本会の目的を達成するため、毎年 1 回総会を開く。但し必要のある場合は臨時

総会を開く。
（入会金）正会員は入会金を納入する。
（経費）本会の経費は入会金、寄付金等を以て充てる。
（会計）会計年度は毎年 4 月 1 日より始まり翌年 3 月31日で終わる。
（支部）本会には支部を設けることができる。
（同窓会事務局所在場所）岐阜市大縄場 3 の 1 、岐阜県立岐阜高等学校内に置く。

事務局には、若干名の事務局員をおくことができる。

� （令和 4 年 6 月 5 日　一部改定）
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古田　　肇

杉山　幹夫	 	 　野々垣　孝　　　　  

森川　幸江	 	 　水谷　邦照

木方伸一郎

石田　達也

遠藤　宏治

後藤　寿彦	 	 　杉山　正裕

村瀬　幸雄	 	 　松波　英寿

神谷眞弓子	 	 　杉山　文康

伊在井みどり	 	 　佐伯　淑子

早川　　徹	 	 　國井　重宏

伊藤　知子

杉山　文康	 	 　早川　　徹

瀬川　典秀	 	 　四ツ橋憲彦

＜第 3号議案＞
岐阜県立岐阜高等学校同窓会役員（案）

名誉顧問

顧　　問

名誉会長

会　　長

副 会 長

会　　計

監　　査

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

（昭和３１年卒）

（昭和４１年卒）

（昭和４９年卒）

（昭和５０年卒）

（昭和５４年卒）

（昭和５５年卒）

（昭和６１年卒）

（昭和６１年卒）

（平成１３年卒）

（昭和４１年卒）

（昭和２０年卒）

（昭和４０年卒）

（昭和４６年卒）

（昭和５７年卒）

（昭和４９年卒）

（昭和４７年卒）

（昭和５０年卒）

（昭和５１年卒）

（昭和５４年卒）

（昭和６１年卒）

（平成５年卒）

（昭和５４年卒）

（平成８年卒）

＊の方は新任の候補者です。その他の方は再任候補者です。
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44岐高だより第143号（令和3年5月14日発行）
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46岐高だより第144号（令和3年7月13日発行）
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48岐高だより第145号（令和3年12月17日発行）
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50岐高だより第146号（令和4年3月1日発行）
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大学合格者数

大学名 合格者数

帯広畜産大 1
北海道大 9
弘前大 1
東北大 3
秋田大 1
茨城大 1
筑波大 4
千葉大 1
電気通信大 1
東京大 13
東京外大 3
東京学芸大 2
東京芸大 1
東京工業大 2
東京農工大 3
横浜国立大 4
新潟大 1
金沢大 9
福井大 7
信州大 3
岐阜大 35
静岡大 2
名古屋大 51
名古屋工大 13
三重大 1
滋賀大 3
京都大 22
大阪大 12
神戸大 3
奈良女子大 3
島根大 2
岡山大 1
広島大 3
徳島大 1
高知大 1
九州大 5
鹿児島大 1
東京都立大 2
横浜市立大 2
福井県立大 1
岐阜県立看護大 2
岐阜薬大 6
愛知県立大 1
名古屋市立大 19
三重県立看護大 1

大学名 合格者数

大阪公立大 2
兵庫県立大 1
自治医大 2
獨協大 1
東京歯大 1
青山学院大 10
大妻女子大 1
学習院大 1
北里大 5
慶応大 18
芝浦工大 1
上智大 3
昭和大 1
白百合女子大 2
杉野服飾大 1
成城大 2
専修大 1
中央大 22
津田塾大 4
帝京大 1
東海大 1
東京女子大 6
東京農大 2
東京薬大 1
東京理大 52
日本大 2
日本女子大 2
法政大 9
明治大 35
明治学院大 1
明治薬大 1
立教大 6
早稲田大 36
産業能率大 1
フェリス女大 1
金沢医大 2
岐阜聖徳学園大 6
岐阜医療科学大 7
愛知大 5
愛知医大 6
愛知学院大 4
愛知工業大 9
愛知淑徳大 6
金城学院大 20
椙山女学園大 8

大学名 合格者数

大同大 2
中京大 27
中部大 3
豊田工大 6
名古屋外大 1
南山大 102
藤田医大 21
名城大 117
名古屋学芸大 2
長浜バイオ大 1
京都産業大 1
京都女子大 6
京都薬大 4
同志社大 85
同志社女子大 2
立命館大 135
龍谷大 3
大阪医薬大 2
関西大 5
関西医大 1
関西外大 1
近畿大 3
関西学院大 15
福山大 1
産業医大 1
防衛医科大学校 3
大阪ハイテクノロジー専門学校 1
名古屋ECO動物海洋専門学校 1
海外の大学 2

令和３年度入試　大学合格者数

過年度卒業生を含む



昭和54年卒 平成元年卒 平成11年卒

運営委員長 　伊在井みどり

運営副委員長 　杉山　文康 　森嶋　将隆 　

事 務 局 長 　赤石　成徳 　 　

監 査
　髙﨑　裕樹
　大塚　淳人

　 　

総 務 部 会 ○森島眞理子 　 　

財 務 部 会 ○杉山　幸男 　 　

会 報 部 会
○北村　文近
　村橋　祥衣　野村　淳子

　割山　隆昭　松波　宏治 　川田　奨平

広 告 部 会
○近藤　由香
　関谷　憲市　岩田　吉弘
　橋本　俊幸

　美濃島広幸　村瀬　友一
　佐藤　貴史　山本　昌督
　牧田貴久彦

　白木　元康　上松　恵子

動 員 部 会
〇宇野　嘉弘
　須原　貴志

　馬場　美穂　可児　吉康
　小野島容子　操　　　裕
　棚橋　尚貴

　稲垣　有介　高橋加津也
　奥村　影啓

会 場 部 会
　平井　浩三 〇広瀬　　修

　棚橋　典広　宮　　早苗
　矢島　　芳

　石原　裕康　亀山真利子

在京動員部 〇戸田　達史 　 　

令和 4年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会総会運営委員会 名簿

○責任者　　
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運営委員会名簿
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▽
広
告
ご
協
賛
の
御
礼

　
令
和
四
年
度
岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会
総
会
・
懇
談
会
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振

る
う
中
、
会
場
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
広
告
ご
協
賛
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
の
ご
厚
情
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
会
報
を
無
事
、
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
を
、
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
ご
紹
介
順
序
は
会
報
の
構
成
上
、
原
則
的
に
順
不
同

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。何
卒
ご
了
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
四
年
六
月
五
日

岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会

令
和
四
年
度
総
会
運
営
委
員
会
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
に
現
れ
て
か
ら
二
年
近
く
経
過
し
た
中
で
、
今
回
の
同
窓
会
の
準
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
す
が
に

二
年
も
た
つ
と
腹
も
据
わ
っ
て
き
て
、
前
年
度
運
営
委
員
会
と
の
引
継
会
、
キ
ッ
ク
オ
フ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
、
そ
の
後
の
委
員
会
も
、
ま
ん

防
が
繰
り
返
し
発
出
さ
れ
る
中
、
顔
を
合
わ
せ
て
の
話
し
合
い
は
で
き
る
だ
け
減
ら
し
、
少
人
数
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
皆
と
会
っ
て
話
す
の
が
同
窓
会
の
本
質
な
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
な
か
な
か
会
っ
て
話
し
た
り
で
き
な
い
状
況
で
す
と
、
か
え
っ
て
人
と

の
つ
な
が
り
を
強
く
意
識
し
ま
す
。
離
れ
て
い
て
も
つ
な
が
り
を
実
感
で
き
る
同
窓
会
に
し
よ
う
と
、
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
メ
ン

バ
ー
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
形
に
し
て
い
く
さ
ま
は
、
岐
高
生
時
代
の
部
活
動
を
思
い
出
さ
せ
る
、
そ
れ
は
充
実
し
た
時
間
で
し
た
。

　

今
年
の
表
紙
の
モ
チ
ー
フ
は
さ
く
ら
で
す
。
岐
高
の
イ
メ
ー
ジ
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
、
皆
に
岐
高
同
窓
会
誌
だ
と
分
か
っ
て
も
ら
え
る
、
自

分
た
ち
の
母
校
の
同
窓
会
誌
だ
と
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
、
そ
ん
な
気
持
ち
を
込
め
た
表
紙
に
し
ま
し
た
。
さ
く
ら
の
デ
ザ
イ
ン
は
つ
な
が
り
の

あ
る
外
部
の
方
に
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
担
当
者
の
想
い
を
伝
え
、
描
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
再
度
の
日
程
変
更
か
つ
、
ぶ
っ
つ
け
本
番
の
オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会
に
ご
出
演
い
た
だ
き
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
方
々
、
卒
後
無
沙
汰
の
中
、

突
然
の
電
話
や
メ
ー
ル
に
よ
る
依
頼
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
快
く
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
恩
師
の
先
生
方
、
同
窓
生
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
例
年
、
原
稿
が
集
ま
ら
ず
胃
が
痛
く
な
る
会
報
部
会
で
、
今
年
は
、
ご
出
演
ご
執
筆
さ
れ
た
皆
様
の
お
か
げ
で
順
調
に
編
集

作
業
が
進
み
ま
し
た
。
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
何
年
か
後
に
、
あ
の
時
は
コ
ロ
ナ
禍
で
散
々
だ
っ
た
が
、
思
い
出
に
残
る
同
窓
会
だ
っ
た
と
、
皆
で
語
り
合
い
、
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
れ
は
、

望
外
の
喜
び
で
す
。

令
和
四
年
度
同
窓
会
総
会　
会
報
部
会
長　
昭
和
五
四
年
卒　
北
村
文
近

編
集
後
記
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令
和
四
年
度

岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会
総
会

会
　
報

■
発　
行

　
令
和
四
年
六
月
五
日

■
編　
集

　
岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会

　
令
和
四
年
度
総
会
運
営
委
員
会

■
印　
刷

　
サ
ン
メ
ッ
セ
株
式
会
社




